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　７月30日の新聞に、愛知県で起こった「18歳
少年による元担任への死傷事件」が載りました。
少年は、中学校２年生のとき、担任から提出物を
出すように言われた折りにあいまいな返事をして
叱られ、さらに、字が汚いと言われて担任に殴り
かかった。以来、少年は対人恐怖症になってしま
い、担任を恨んでいたという内容でした。
　この事件は、私たち大人に対していろいろな教
訓を与えるものでもあると思います。
　人が「学ぶ」ということは、相手に対して反感
や恐怖心を持っていては成り立ちません。つまり

押しつけや強制では「学び」は成り立たないとい
えます。　　　　　　　　
　相手の温かさを感じ、心を許し、信頼し・・・、
つまり相手との心の通い合いがある中でこそ、心
から相手の意見に耳を傾けることができるものと
思います。
　私自身も、「人としての生き方（モラル）」に関
して、友人、家族、村の人、学校の先生など自分
に温かく接してくれた人たちとの暮らし・関わり
の中からいろいろなことを学び、育ってきました。
そして、他人に恨みを抱くことなく、曲がりなり
にも、今を幸せに感じられる生き方ができるのだ
と思います。
　私の心を育ててくれた64年間の関わりある全
ての人たちに感謝したいと思います。
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新しい英語助手（ALT）の先生がやってきました !!


